
- 42 -

３．河川整備の目標に関する事項

３．１河川整備計画の基本理念

＜居心地のいい安らぎと愛着のある遠賀川をめざして＞

遠賀川の川づくりにあたっては地域の人々、関係機関・自治体との連携のも

と、安心で安全なくらしの確保とともに、川を必要とするすべての生きものの

すみかとなるような整備を進めていきます。そのような遠賀川に慣れ親しみ、

ふれあうことによって地域の歴史や文化がはぐくまれ、安らぎと愛着のある遠

賀川をめざして、４本の大きな柱に沿った計画を策定します。

居心地のいい
安らぎと愛着のある
遠賀川をめざして

災害に強く、安心して
くらせる川づくり

安心・安全

人と自然をはぐくむ
清らかな川づくり

環 境

川と地域が育てる
豊かな文化

歴史・文化・観光

人が川とふれあい、
まちの活力とにぎわい
を創出する遠賀川

まち・かわ・ひとまち・かわ・ひと

３．河川整備の目標に関する事項
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○災害に強く、安心してくらせる川づくり（安心・安全）

遠賀川流域は現在でも水害が頻発しており、流域の安全は十分に確保されて

はいません。遠賀川の整備については平成 年 月と同規模の洪水であって15 7

も安全に流下させる河川整備を行うとともに、整備目標を上回る洪水に対して

も被害を最小限に食い止めることのできる危機管理体制を確立し、安心してく

らせる川づくりを行います。

薄れるご近所
づきあいの回避
（地域ｺﾐｭﾆﾃｨｰの
再構築）

住民が考え・行動
する危機管理 ■面としての保水力を増やす

■まちづくりと一体となった
　整備の推進

流域における
流出量の抑制

■面としての保水力を増やす
■まちづくりと一体となった
　整備の推進

流域における
流出量の抑制

■水害に対して、整備の効果
　のわかりやすい説明
■ﾊｻ ﾞー ﾄ ﾏ゙ｯﾌ の゚早急な作成

住民が欲しい・わか
りやすい防災情報
の総合的な配信

■水害に対して、整備の効果
　のわかりやすい説明
■ﾊｻ ﾞー ﾄ ﾏ゙ｯﾌ の゚早急な作成

住民が欲しい・わか
りやすい防災情報
の総合的な配信

■治水を一番優先した整備
■災害対策の整備ではなく
　被害を想定した整備

大災害でも
壊滅しない町

■治水を一番優先した整備
■災害対策の整備ではなく
　被害を想定した整備

大災害でも
壊滅しない町

災害に強く、安心してくらせる川づくり

３．河川整備の目標に関する事項
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３．河川整備の目標に関する事項

○人と自然をはぐくむ清らかな川づくり（環境）

様々な生きものが遠賀川の恩恵を受けてくらしを営んでいます。しかし、気

軽に川に近づけないところや、水質やゴミの問題など解決すべき課題も残って

います。人が川に親しむことのできる整備をはじめ、川にすむ生きものの生育

環境の形成や、水の流れと水質の改善への取り組みによって、人と自然をはぐ

くむ清らかな川づくりをめざします。

■川を変えるなら山との連携
　が必要
■関係機関との連携が必要

森林の保全等
による取り組み

■川を変えるなら山との連携
　が必要
■関係機関との連携が必要

森林の保全等
による取り組み

■国・県・市町村の連携が必要
■地域や住民団体との意見交換
■水質・ゴミ問題等地域住民の意識

改革や行政との連携

みんなが参加し考
える川の取り組み

■国・県・市町村の連携が必要
■地域や住民団体との意見交換
■水質・ゴミ問題等地域住民の意識

改革や行政との連携

みんなが参加し考
える川の取り組み

■多様な生物が生育・生息
　できる川づくり
■流れの連続性の確保

豊かな生態系
の確保

■多様な生物が生育・生息
　できる川づくり
■流れの連続性の確保

豊かな生態系
の確保

■川で子どもが遊べる川づくり
■気軽に水辺に近づける川づくり

子どもの夢を育
む川づくり

■川で子どもが遊べる川づくり
■気軽に水辺に近づける川づくり

子どもの夢を育
む川づくり

■川のダイナミズムが
　感じられる川づくり
■自然にやさしい多自然型
　川づくりの推進

魅力ある川ら
しい川づくり

■川のダイナミズムが
　感じられる川づくり
■自然にやさしい多自然型
　川づくりの推進

魅力ある川ら
しい川づくり

人と自然をはぐくむ清らかな川づくり
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３．河川整備の目標に関する事項

○川と地域が育てる豊かな文化（歴史・文化・観光）

川のもたらす自然と人々の営みが地域の歴史や文化であり、川と人との関わ

りは今日までたえることなくつづき、川はまちの顔、地域の財産として世代を

超えて伝承されてきました。このような歴史や文化の継承ができ、さらに川へ

の誇りをもち、新たな歴史・文化・観光が創出されるような川をめざします。

■遠賀川の歴史・文化に
　関する拠点整備

歴史・文化の
継承・再発見 「川」情報

の発信

体験型観光の
創出（リバー
ツーリズム）

■街に人を集める川づくり

観光資源との
タイアップ

■桜並木を作りたい

地域の特色を生か
したシンボルづくり

■桜並木を作りたい

地域の特色を生か
したシンボルづくり

川と地域が育てる豊かな文化

川の案内人など
の人材育成
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３．河川整備の目標に関する事項

○人が川とふれあい、まちの活力とにぎわいを創出する遠賀川（まち・かわ・ひと）

川は時として人々のくらしを脅かす存在でありますが、一方では、人々がつ

どい、にぎわい、いやされる空間でもあり、さらに質の高い空間づくりが求め

られています。人が川とふれあい、親しめる川づくりを通して、人が川に愛着

を持ってつどい、にぎわうことにより地域の川が元気になり、さらに、川を中

心としたまちづくりを行うことによって、まちの活力とにぎわいが創出できる

ような川をめざします。

■高水敷でのイベント利用
■花壇等の整備箇所を解放
■継続的に利活用される
　施設の整備
■河川敷に休憩出来るスペース
　の確保

川の利活用から川の利活用から
まちの活性化まちの活性化

■高水敷でのイベント利用
■花壇等の整備箇所を解放
■継続的に利活用される
　施設の整備
■河川敷に休憩出来るスペース
　の確保

川の利活用から川の利活用から
まちの活性化まちの活性化

■川を中心とした街づくり
■川と街が一体となった川づくり
■川と街との回遊性を創出

行ってみたくな行ってみたくな
るまちづくりるまちづくり

■川を中心とした街づくり
■川と街が一体となった川づくり
■川と街との回遊性を創出

行ってみたくな行ってみたくな
るまちづくりるまちづくり

■小さな支川も含めた議論が必要
■川を見る・接するイベントの開催
■高齢者の利用にも配慮した整備

毎日ながめる毎日ながめる
水辺づくり水辺づくり

■小さな支川も含めた議論が必要
■川を見る・接するイベントの開催
■高齢者の利用にも配慮した整備

毎日ながめる毎日ながめる
水辺づくり水辺づくり

人が川とふれあい、
まちの活力とにぎわいを創出する遠賀川

■地域と協働した整備や
　仕組みづくり
■住民団体等に対しての
　支援

手づくりの手づくりの
川づくり川づくり

■地域と協働した整備や
　仕組みづくり
■住民団体等に対しての
　支援

手づくりの手づくりの
川づくり川づくり
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３．河川整備の目標に関する事項

３．２計画対象区間及び計画対象期間

３．２．１河川整備計画の対象区間

本計画の計画対象区間は遠賀川水系の大臣管理区間とします。

図3.2.1 河川整備計画の対象区間
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３．河川整備の目標に関する事項

表3.2.1 計画対象区間（大臣管理区間）

区間
河川名 自 至 延長

（km）

遠賀川 福岡県嘉麻市中益字日渡709番の1地先の日渡橋上流端 海に至る 48.2

西 川 左岸：福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀字正堺157番の1地先 遠賀川への 5.5

右岸： 〃 〃 〃 大字木守字長江口959番の1地先 合流点

黒 川 福岡県北九州市八幡西区大字香月字葉川3805番の3地先 遠賀川への 3.7

の三条橋上流端 合流点

笹尾川 福岡県北九州市八幡西区大字野面字波打1244番の1地先 遠賀川への 5.0

合流点の四郎丸橋上流端

犬鳴川 遠賀川への 14.8福岡県宮若市小伏字北川原1894番の2地先の県道橋上流端

合流点

八木山川 福岡県宮若市宮田字天神下2419番地先の取水堰下流端 犬鳴川への 2.9

合流点

彦山川 左岸：福岡県田川郡添田町大字落合字打ヶ瀬山1379番の1地先 遠賀川への 34.8

右岸： 〃 〃 〃 〃 字山ノ下748番の1地先 合流点

中元寺川 左岸：福岡県田川市大字位登字毛無1508番地先 彦山川への 9.0

右岸： 〃 田川郡川崎町大字池尻字宮ヶ坪2222番の2地先 合流点

金辺川 左岸：福岡県田川郡香春町大字香春字中川原1202番地先 彦山川への 4.0

右岸： 〃 〃 〃 〃 字昭和区1549番地先 合流点

穂波川 左岸：福岡県嘉穂郡桂川町大字中屋字下川原13番の1地先 遠賀川への 5.9

右岸： 〃 〃 〃 大字寿命字前川原966番地先 合流点

河川計 133.8

※市町村名は、平成 年 月時点の名称を記載。18 6
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３．河川整備の目標に関する事項

３．２．２河川整備計画の対象期間

本計画の対象期間は概ね 年とします。30

なお、本計画は現時点での流域の社会、経済状況、自然環境状況、河道の

状況等に基づき策定したものであり、策定後これらの状況の変化や新たな知

見、技術の進捗等により、必要に応じて適宜計画の見直しを行います。



河川名 地点名
目標流量

（m
3
/s）

摘　要

遠賀川本川

川島 　　　　1,700

概ね40年に1回の確率で発生す
る洪水規模に対応

勘六橋 　　　　1,900

日の出橋 　　　　3,800

芦屋橋 　　　　4,700

一
次
支
川

彦山川
中島 　　　　1,950

伊田 800

犬鳴川 宮田橋 830

穂波川 秋松橋 950

黒川 遠賀川合流点 210

笹尾川 遠賀川合流点 104

西川 遠賀川合流点 340

二
次
支
川

八木山川 犬鳴川合流点 260
概ね30年に1回の確率で発生す
る洪水規模に対応

中元寺川 彦山川合流点 570

金辺川 彦山川合流点 360
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３．河川整備の目標に関する事項

３．３洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

本計画における災害の発生の防止又は軽減に関する目標については、過去の

洪水の発生状況や流域の重要性を勘案し、遠賀川本川並びに遠賀川に流入する

28一次支川 彦山川 穂波川 犬鳴川 笹尾川 黒川 西川 については 昭和（ 、 、 、 、 、 ） 、

年 月、平成 年 月、平成 年 月などの過去最大規模の洪水と同規模の6 11 6 15 7

洪水に対し、破堤、越水等による家屋の浸水被害を防止することを本計画にお

ける目標とします。また、二次支川（中元寺川、金辺川、八木山川）について

は、過去の洪水の発生状況、本川及び彦山川、犬鳴川との安全度のバランス及

び河川の整備状況を勘案した治水安全度を確保することとします。

、 、 、また 内水被害が発生する区域においては 土地利用の状況や浸水の危険度

被害の状況を踏まえ内水対策を実施します。

これらに総合的に取り組み、災害に強く、安心して暮らせる川づくりを目指

します。

表3.3.1 河川整備において目標とする流量
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３．河川整備の目標に関する事項

図3.3.1 河道整備流量配分図

響灘

芦屋橋
■

西川

黒川

笹尾川
宮田橋
■

犬鳴川

八木山川

日の出橋
■

勘六橋
■

川島
■

穂波川

■
秋松橋

遠賀川 中元寺川

彦山川

金辺川

（単位：m 3/s）

■伊田

4,700

340

210

104

830

260
3,800

1,900

1,700

950

1,950

800

570

36
0

 

 

 

■中島
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３．河川整備の目標に関する事項

３．４河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標

、 、 、河川の適正な利用については 取水実態等の変化をふまえ 慣行水利の法定化等

適正な水利使用の調整を行います。

流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、動植物の生息・生育及

び利水等を考慮し、日の出橋地点において、かんがい期で概ね 必要ですが、10m /s3

流水の利用の適正化や合理化が図られるよう関係機関との調整に努めます。また、

下水処理水や既設ダムの有効活用等について調査検討し、関係機関と連携して、流

水の正常な機能を維持するため必要な流量の確保に努めます。
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３．河川整備の目標に関する事項

３．５河川環境の整備と保全に関する目標

自然環境については、治水・利水面に配慮しつつ、地域と合意形成を図りながら

遠賀川における多様な生物の生息・生育環境の保全・再生をめざします。

水質については、近年でも環境基準値を上回っている地点があるため、地域住民

や関係機関と連携し、流域全体で更なる水質の向上をめざします。

河川空間の利用については、親水活動の場、環境学習や自然体験の場、各種イベ

ントや川にまつわる伝統行事の場としての利用など多面的な利活用に対しての支援

を行い、川の役割、人と川のつながりを継承し次世代へ引き継ぐため、親しみやす

く、うるおいのある水辺空間を目指します。また、地域を特徴づける歴史・文化を

継承しつつ、その地域の景観を尊重し、河川を軸とした新たな観光や文化に発展す

るような魅力ある川づくりをめざします。

さらに、遠賀川における山から海までの連続性に配慮して、水量や水質、地域の

つながりなどの視点から、川と人との交流と共生、住民参加による川づくりをめざ

します。




